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第９３回ＴＰＭ経営者懇話会 連動企画

９：３０
碧南駅 ロータリー 集合
〇 ９：２０～ 受付開始 〇 トヨタ自動車株式会社 衣浦工場 へ バス移動

１０：００～１０：０５ 開会・案内

１０：０５～１１：０５

１１：０５～１２：０５

１２：０５～１３：００ 昼食（お弁当をご用意）

１３：００～１３：２０

１３：００～１５：４０

１６：００～１６：３０

１６：３０
閉会
〇 バス乗車・碧南駅解散（１７：００頃解散予定）

Ｄ Ｘ 実 践 工 場 見 学

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

（休憩・移動時間を含む）

⚫ 「人」・「情報」を集め高付加価値な働き方

● ● ●

「現場発信DXと人財育成」基調講演・工場見学会 Webサイト
＜https://info-jipm.jp/f/factorytour/＞

⚫ 「人」・「情報」を集め高付加価値な働き方

コ ン ト ロ ールセン ター

⚫ デ ジ タ ル で の 情 報 可 視 化

現場の３本柱のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

Ｄ Ｘ 実 践 事 例 紹 介

「 現 場 発 信 D X と 人 財 育 成 」
いまこそ、現場発信のDXで全員活躍の共創へ経営トップによる講演会・工場見学会

基調講演・工場見学会
モノづくり現場発信のＤＸ ～買うＤＸから自ら作るＤＸへ～

９：００             名鉄三河線 碧南駅 ロータリー 集合 （８：５０～ 受付開始 ）
トヨタ自動車株式会社 衣浦工場 へ バス移動

９：２５～ ９：３０ 開会・案内

９：３０～１０：３０

１０：３０～１１：００

１１：００～１２：００

１２：００～１３：００ 昼食（昼食をご用意します）

１３：００～１５：３０

１５：５０～１６：２０

１６：２０ 閉会
バス乗車・碧南駅解散（１７：００頃解散予定）

トヨタ自動車株式会社 モノづくり技術本部
Chief Project Leader  （前 衣浦工場 工場長） 鎌 田 祐 子 氏

トヨタ自動車 衣浦工場におけるＤＸ実践活動

講演者と参加者との質疑応答・ディスカッション

トヨタ自動車株式会社 衣浦工場
鋳鍛造部 型保全課 課長 中 村 勝 則 氏

「職場の困りごとから進化した職場への大変革
～人中心のしくみがデジタル活用の第一歩～」

講演・工場見学会 プログラム

「人中心で進める現場発信のＤＸ
～デジタル技術は人とともに進化する～」

トヨタ自動車株式会社 Advisor
（公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会 会長） 河 合 満 氏

「製造現場におけるDXの持続的、
自発的な活用に向けて」

基調講演

Ｄ Ｘ実践
事例紹介

ＤＸ実践
工場見学

※プログラム・時間は、現時点の予定です
変更の際は、公式サイトなどでご案内いたします

日 時 会 場

2026年9月17日（木）
9：25～16：20

トヨタ自動車株式会社 衣浦工場
（愛知県碧南市）

講演

定員4 0名



第９３回ＴＰＭ経営者懇話会 連動企画

経営トップによる講演会・工場見学会

「人中心で進める現場発信のＤＸ ～デジタル技術は人とともに進化する～」

トヨタ自動車株式会社 Advisor
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会 会長

河 合 満 氏

AIやIoTが進化する時代でも、トヨタが大切にし
てきたのは“人が活きる現場”である。デジタルも、
自前で作ることに拘り、常にベターベターのカイ
ゼンを続け、トヨタの現場ならではの“創意くふ
う”による変わらぬ“人中心”のDXの活用を進め
てきた。それがトヨタの「現場発信のDX」。
デジタルの世界でも大事なのは“人”である

「製造現場におけるDXの持続的、自発的な活用に向けて」

トヨタ自動車株式会社
モノづくり技術本部

 Chief Project Leader   
  （前 衣浦工場 工場長）

鎌 田 祐 子 氏

DXは人手不足などの課題解決の手段としてだけでなく、モ
ノづくりの世界そのものを変える力を有している。しかし、製
造現場にとっては未だ根付き難いのも実情である。
今までの経験から活用促進のポイントは、最新技術の導入
に頼るのではなく、製造現場が課題解決の主体となりデジ
タルを活用できる人材を育成し、改善のサイクルが自発的
に回る仕組みを構築することだと考えている。
本講演では、小さな成功体験を積み重ねながら土壌作りを
行い、また属人化を防ぎ持続的に運用する仕組み作りを進
めてきた取組みを紹介する。

経 歴

経 歴

１９６６年 ３月 トヨタ自動車工業株式会社 入社 ２０１６年 ６月
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会
副会長

２００５年 ６月
トヨタ自動車株式会社 基幹職1級
本社工場鍛造部部長

２０１７年 ４月 トヨタ自動車株式会社 執行役員 副社長

２００７年 ７月
トヨタ自動車株式会社 理事
本社工場鍛造部部長

２０２０年 ４月
トヨタ自動車株式会社 執行役員
Chief Monodzukuri Officer 兼
Chief Human Resources Officer

２００８年 １月
トヨタ自動車株式会社 理事
本社工場副工場長

２０２１年 １月 トヨタ自動車株式会社 Executive Fellow

２０１３年 １月 トヨタ自動車株式会社 技監 ２０２２年 ６月
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会
会長

２０２６年 ６月 トヨタ自動車株式会社 Advisor

本

企

画

の
趣

旨

「職場の困りごとから進化した職場への大変革
～人中心のしくみがデジタル活用の第一歩～」

トヨタ自動車株式会社 衣浦工場
 鋳鍛造部 型保全課 課長

中 村 勝 則 氏

データはたくさんあるがどこに欲しいものがあるの
か分からない、データが多すぎてそもそも管理も
しきれない、その結果、不具合が起きても真因に
はなかなか辿り着けず、対策も上手くいかない。
そのようなアルミダイキャストの金型保全職場が
抱える困りごとや苦悩を如何にして乗り越えて
いったか。ポイントは「仲間づくり」と「成功体験」。
従来の仕組みの当たり前から、どのように攻めの
型保全として職場の働き方を改革してきたか、そ
の内容を紹介する。

1992年4月 トヨタ自動車株式会社 入社
2008年1月 トヨタ自動車株式会社 エンジン生技部 主幹
2018年1月 トヨタ自動車株式会社 下山工場第１エンジン製造部 部長
2022年1月 トヨタ自動車株式会社 安全健康推進部 部長
2024年1月 トヨタ自動車株式会社 衣浦工場 工場長

講演者情報・講演概要

基調講演

講 演

ＤＸ実践事例紹介

DXは人手不足などの課題解決の手段としてだけでなく、
モノづくりの世界そのものを変える力を有している。しか
し、製造現場にとっては未だ根付き難いのも実情である。
今までの経験から活用促進のポイントは、最新技術の導
入に頼るのではなく、製造現場が課題解決の主体となり
デジタルを活用できる人材を育成し、改善のサイクルが
自発的に回る仕組みを構築することだと考えている。
本講演では、小さな成功体験を積み重ねながら土壌作り
を行い、また属人化を防ぎ持続的に運用する仕組み作り
を進めてきた取組みを紹介する。

経 歴

1992年4月 トヨタ自動車株式会社 入社

2008年1月 トヨタ自動車株式会社 エンジン生技部 主幹

2018年1月 トヨタ自動車株式会社 下山工場第１エンジン製造部 部長

2022年1月 トヨタ自動車株式会社 安全健康推進部 部長

2024年1月 トヨタ自動車株式会社 衣浦工場 工場長

2026年7月 トヨタ自動車株式会社 モノづくり技術本部 Chief Project Leader
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お申込みは、公益社団法人日本プラントメンテナンス
協会ホームページ内イベントサイトよりお申込みください

https://info-jipm.jp/f/factorytour/

⚫ お申込み窓口ご担当者、および参加者が「参加申込み規定」
に同意したうえで、上記ＷＥＢサイトよりお申込みください。
※ ＦＡＸでのお申込みはできません

⚫ お申込みの際は、お申込みＷＥＢサイトに記載の注意事項の
内容をよくご確認のうえお申込みください

⚫ 参加申込みは、開催2週間前までにお願いします
それ以前にお申込みの場合も、定員数に達した場合は
お申込みを締め切らせていただきます

⚫ 開催日２週間前より、お申込み窓口ご担当者あてに請求書を
送付（メール）いたします。請求書記載の期日までに、銀行口
座にお振込みください。なお、振込に関わる手数料は貴社に
てご負担ください

⚫ 見学時に必要なものをお忘れの場合は、参加できません
その場合も参加料は全額頂戴します

⚫ キャンセル規定
開催当日～７営業日前の参加取消し ：参加料全額
※ 2026年9月8日(火)よりキャンセル不可となります
※キャンセル・変更は、以下URLよりお願いいたします。

<https://info-jipm.jp/contact/>
お問い合わせ＞イベント申込み後のお問い合わせ

⚫ 個人情報に関する取り扱いについて
ご記入いただいた個人情報は、当イベントの運営・管理・資料
送付、出欠の確認等に利用いたします。また、後日、当会より
事業・サービス・セミナー等のご案内を送付させていただく場合
がございます。当会は、ご提供いただいた個人情報を当会のプ
ライバシーポリシーに則って安全対策を施し適切に管理いたし
ます。当会のプライバシーポリシー、個人情報の開示・訂正・削
除等の詳細につきましては、当会ホームページ
（https://www.jipm.or.jp/）をご覧ください

⚫ 免責事項
天災地変や伝染病の流行、当イベント会場・輸送等の機関の
サービスの停止、官公庁の指示等の当会が管理できない事由
により当イベント内容の一部変更および中止のために生じたお
客様の損害については、当会ではその責任を負いかねます

会員価格※１ ￥３８，５００-/名

一般価格 ￥４９，５００-/名

⚫ 参加料には、昼食・テキスト（資料）代、バス代が含まれ
ています

⚫ ※１）会員価格の適用には、公益社団法人日本プラント
メンテナンス協会（正会員・事業所会員）、もしくは一般
社団法人日本能率協会（法人会員・協賛団体会員）の
会員であることが必要です

会員ご入会の有無は、下記WEBサイトにてご確認ください
• 公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会

<https://www.jipm.or.jp/company/memberlist/>
• 一般社団法人 日本能率協会

<https://list.jma-member.com/>

会員以外の方は、
この機会にぜひ当会会員へのご入会をご検討ください

そ
の
他

普及推進部 TEL：0120-451-466（または03-6865-6081） E-mail：EVENT@jipm.or.jp

お申込み方法・参加料

⚫ 参加人数には限りがございます（定員40名）

⚫ 受入審査がありますのでお早めにお申込みを
お願いします
(審査後に、参加可否を改めてご連絡します)

⚫ 撮影、録音、録画に使用する機材の持込みを
禁止します

●長袖・長ズボン（スーツ可）

●安全靴

●保護メガネ（オーバーグラス）
※眼鏡の上にオーバーグラス必要

「現場発信DXと人財育成」基調講演・工場見学会 Webサイト ＜https://info-jipm.jp/f/factorytour/＞

中部事務所 TEL：052-561-5634   E-mail：jipmchuubu@jipm.or.jp

◆お申込み方法

◆参加料 （ 1 0 ％税込み ）

◆お願いとお断り

◆見学時に必要なもの

◆集合場所へのアクセス

名
古
屋
駅 知立駅

刈谷駅

名鉄三河
線

碧南駅

名
鉄
三
河
線

名鉄三河線

碧南駅

JR東海道本線
30分

名鉄名古屋本線
特急21分

名鉄三河線
36分

名鉄三河線
28分

※宿泊は、刈谷駅周辺にホテルが多く、便利です
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